
1 総括 
災害の発生などにより，部屋内部にいる人々を迅速

に退出させなければならない状況がある．建物内部の
空間特性は退出性状に多大な影響を及ぼす．たとえば，
開口部の周辺に障害物を設置することで退出時間を短
縮できることが報告されている 1)-9)．しかしながら，
障害物の幾何形状や設置位置の違いが退出性状に与え
る影響について十分な理解が得られているとはいえな
い． 
本研究では，部屋内部にいる人々が開口部を通過し

て退出する所要時間の短縮を目的として，壁面形状の
変更や柱などの障害物の設置による部屋内部の幾何構
造の違いが人々の退出性状に与える影響について，歩
行者シミュレーションによる詳細な検討を行った．な
お，歩行者モデルには，認知科学的視点から構築され
たヒューリスティックモデル 10)を踏襲した． 
シミュレーション実験の結果，歩行者の退出性状な

らびに平常時の空間有効利用の観点から，三角柱，四
角柱の設置により部分的に開口部出口を非対称な漏斗
型とするアプローチの有用性が明らかとなった（Fig. 1
参照）． 
今後の課題は，歩行者実験を通した当該アプローチ

の妥当性の評価である． 
最後に，本研究は，Joint Agent Workshop & Sympo-

sium 2019 で発表したものに基づいたものであること
を付記する 11)． 
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Fig. 1: 漏斗型開口部による退出過程の円滑化． 
 

室内空間の幾何構造の違いが退出性状に与える影響について 
○西川憲明 廣川雄一（海洋研究開発機構）浅野俊幸（湘南工科大学） 

Evaluation of Egress Efficiency in the Presence of Obstacles 

* N. Nishikawa, Y. Hirokawa (JAMSTEC) and T. Asano (Shonan Institute of Technology) 

概要－   本研究では，部屋内部にいる人々が開口部を通過して退出する所要時間の短縮を実現する
ために，壁面形状の変更や柱などの障害物の設置による部屋内部の幾何構造の違いが人々の退出性状
に与える影響について詳細に検討した．その結果，歩行者の退出性状及び空間の有効利用の観点から，
三角柱，四角柱の設置により部分的に開口部出口を非対称な漏斗型とするアプローチの有用性を明ら
かにした． 
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